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１ 令和４年８月に、安全協定に基づき四国電力㈱から県へ通報連絡があった異常は

次のとおりですので、お知らせします。 

 

県の 
公表 
区分 

異常事項 発生年月日 概 要 
管理 
区域 
該当 

国へ 
の 

報告 
備考 

Ｃ 作業員の負傷 

（３号機） 

４.８.３ 伊方発電所構内の作業において、作

業員１名が負傷した。 

負傷の程度：右手を負傷 

意識の有無：有 

計画外被ばくの有無：無 

汚染の有無：無 

作業の状況： 

ドローンにて補助ボイラ煙突

点 検 の 試 行 を 行 っ て い た と こ

ろ、ドローンのブレードが右手

小指付近に当たり出血 

このため、当該作業員は四国電力㈱

車両にて病院に搬送することとした。 

当該作業員は病院で診察を受けた結

果、「右Ⅳ・Ⅴ指挫傷」と診断され

た。 

その後、当該作業員は出社した。 

外 × 今回

公表 

Ｃ 電気出力の瞬間

変動 

（３号機） 

４.８.７ 送電系統への落雷により、伊方発電

所３号機で瞬間的な電気出力の変動が

発生した。 

変動は瞬時に復帰しており、現在は

安定して運転している。 

この事象によるプラント設備への影

響並びに環境への放射能の影響はな

い。 

外 × 今回

公表 
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Ａ 協力会社従業員

の新型コロナウ

イルス２次感染 

４.８.７ ８月５日(金)、伊方発電所に勤務す

る協力会社従業員１名が新型コロナウ

イルスに感染していることを確認し

た。(接触者２名) 

８月７日(日)、当該従業員の接触者

である協力会社従業員のうち、１名に

ついて、抗原検査を実施したところ、

新型コロナウイルスに感染しているこ

とを確認したことから、発電所内で感

染した可能性が否定できないと判断し

た。（２次感染の可能性） 

陽性が判明した累計２名は、運転に

関する業務に従事しておらず、また、

四国電力㈱社員との接触もないことか

ら、本件による伊方発電所の運営及び

安全性に影響はない。 

また、本事案について、新たな接触

者はいないため、接触者の調査・囲い

込み等の対応は終了した。 

引き続き、新型コロナウイルス感染

防止対策を確実に実施する。 

外 × 速報

済 

Ａ 協力会社従業員

の新型コロナウ

イルス２次感染 

（8/10 確認分・

１事例目） 

４.８.10 ８月８日(月)、伊方発電所に勤務す
る協力会社従業員１名が新型コロナウ
イルスに感染していることを確認し
た。(接触者４名) 

８月10日(水)、当該従業員の接触者
である協力会社従業員のうち、１名に
ついてＰＣＲ検査を実施したところ、
新型コロナウイルスに感染したことを
確認したことから、発電所内で感染し
た可能性が否定できないと判断した。
（２次感染の可能性） 

陽性が判明した累計２名は、運転に
関する業務に従事していないことか
ら、本件による伊方発電所の運営及び
安全性に影響はない。 

引き続き、保健所等の関係個所と調
整し、更なる接触者の調査・囲い込み
等の必要な対応を実施した。 

８月13日(土)までに、新型コロナウ
イルスの感染が確認された協力会社従
業員２名の接触者３名の調査・検査を
実施したが、全員が陰性であることを
確認した。 

このことから、本件についての調査
は終了した。 

引き続き、新型コロナウイルス感染
防止対策を確実に実施する。 

外 × 速報

済 
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Ａ 協力会社従業員

の新型コロナウ

イルス２次感染 

（8/10 確認分・

２事例目） 

４.８.10 ８月９日(火)、伊方発電所に勤務す
る協力会社従業員１名が新型コロナウ
イルスに感染していることを確認し
た。(接触者３名) 

８月10日(水)、当該従業員の接触者
である協力会社従業員のうち、１名が
体調不良を訴え、抗原検査を実施した
ところ、新型コロナウイルスに感染し
ていることを確認したことから、発電
所内で感染した可能性が否定できない
と判断した。（２次感染の可能性） 

陽性が判明した累計２名は、運転に
関する業務に従事しておらず、また、
四国電力㈱社員との接触もないことか
ら、本件による伊方発電所の運営及び
安全性に影響はない。 

引き続き、保健所等の関係個所と調
整し、更なる接触者の調査・囲い込み
等の必要な対応を実施した。 

８月12日(金)までに、新型コロナウ
イルスの感染が確認された協力会社従
業員２名の接触者４名の調査・検査を
実施したが、全員が陰性であることを
確認した。 

このことから、本件についての調査
は終了した。 

引き続き、新型コロナウイルス感染
防止対策を確実に実施する。 

外 × 速報

済 

Ａ 協力会社従業員

の新型コロナウ

イルス２次感染 

（8/10 確認分・

３事例目） 

４.８.10 ８月８日(月)、伊方発電所に勤務す
る協力会社従業員１名が新型コロナウ
イルスに感染していることを確認し
た。(接触者１名) 

８月10日(水)、当該従業員の接触者
である協力会社従業員１名が体調不良
を訴え、抗原検査を実施したところ、
新型コロナウイルスに感染しているこ
とを確認したことから、発電所内で感
染した可能性が否定できないと判断し
た。（２次感染の可能性） 

陽性が判明した累計２名は、運転に
関する業務に従事しておらず、また、
四国電力㈱社員との接触もないことか
ら、本件による伊方発電所の運営及び
安全性に影響はない。 

また、本事案について、新たな接触
者はいないため、接触者の調査・囲い
込み等の対応は終了した。 

引き続き、新型コロナウイルス感染
防止対策を確実に実施する。 

外 × 速報

済 
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Ａ 四国電力社員の

新型コロナウイ

ルス２次感染 

４.８.12 ８月12日(金)、伊方発電所に勤務す
る四国電力㈱社員１名が新型コロナウ
イルスに感染していることを確認し
た。(接触者２名) 

同日、当該社員の接触者である四国
電力㈱社員１名について、抗原検査を
実施したところ、新型コロナウイルス
に感染していることを確認したことか
ら、発電所内で感染した可能性が否定
できないと判断した。（２次感染の可
能性） 

また、保健所等の関係個所と調整
し、更なる接触者の調査・囲い込み等
の必要な対応を実施した。 

その後、新型コロナウイルスの感染
を確認していた２名の接触者のうち、
８月14日(日)、体調不良を訴えた四国
電力㈱社員１名について、抗原検査を
実施したところ、新型コロナウイルス
に感染していることを確認した。 

陽性が判明した累計３名は、運転に
関する業務に従事しておらず、また、
運転員との接触もないことから、本件
による伊方発電所の運営及び安全性に
影響はない。 

８月17日(水)までに、新型コロナウ
イルスの感染が確認された四国電力㈱
社員３名の接触者３名の調査・検査を
実施したが、全員が陰性であることを
確認した。 

このことから、本件についての調査
は終了した。 

引き続き、新型コロナウイルス感染
防止対策を確実に実施する。 

外 × 速報

済 

Ａ 作業員の救急搬

送 

（共用） 

４.８.31 伊方発電所構内の作業において、作

業員１名が体調不良を訴えた。 

意識の有無：有 

計画外被ばくの有無：無 

汚染の有無：無 

このため、当該作業員は救急車にて

病院に搬送することとし、八幡浜市内

の病院に出発した。 

当該作業員は病院で診察を受けた結

果、「熱中症」と診断された。 

外 × 速報

済 

 

２ 外部への放射能漏れや周辺環境放射線への影響はありませんでした。 


